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●使用前にはラベルをよく読んでください。 ●ラベルの記載以外には使用しないでください。 ●小児の手の届く所には置かないでください。 
●使用後の空袋はほ場などに放置せず、環境に影響のないよう適切に処理してください。 ●防除日誌を記帳しましょう。 

本資料の記載内容は2024年5月現在の登録内容に基づいています。

有効成分：ジメテナミドP・・・・・・・・・15.4％
　　　　 レナシル・・・・・・・・・・・・・・・・19.2％

農林水産省登録：第24635号

〒103-0022 東京都中央区日本橋室町3丁目4番4号 OVOL日本橋ビル3階
　  0120-014-660　https://crop-protection.basf.co.jp/

除草剤分類 １5，5

先々まで雑草を抑えるDuoの効果！2 成 分

●展着剤（非イオン系）を加用してください。
●薬液は十分かきまぜ、また時々攪拌しながら散布してください。
●砂地で水はけのよい畑では使用をさけてください。
●本剤の散布適期は雑草の発生前～発生始期であり、生育の進んだ雑草には効果が
劣るので、使用時期を失しないように散布してください。
●高温時の散布は薬害を生じるおそれがあるので注意してください。
●散布に当たっては、他作物に飛散しないよう十分注意してください。
●散布むらのないように均一に散布してください。
●散布直後の多量の降雨は薬害のおそれがあるので、天候を見きわめてから散布して
ください。

●土壌が極端に乾燥している場合には、除草効果が劣ることがあるので、土壌が適度の
水分を含んでいるときに使用してください。
●本剤は残効性が長く、後作物に対して影響を及ぼすことがあるので注意してくださ
い。特に、いね科、まめ科、うり科、なす科及びあぶらな科作物等では影響が認められて
いるので、本剤処理後6ヶ月以内にこれらを後作物として栽培しないでください。
●使用後、容器や散布器具は必ず十分水で洗ってください。
●使用量に合わせ薬液を調整し、使いきってください。
●本剤の使用に当たっては、使用量、使用時期、使用方法などを誤らないよう注意するほ
か、別途提供されている技術情報も参考にして使用してください。特に初めて使用す
る場合や異常気象の場合には、病害虫防除所等関係機関の指導を受けてください。

効果・薬害等の注意事項

■適用雑草と使用方法
作物名

てんさい
（移植栽培）

適用雑草名

一年生雑草

使用時期

定植後
又は中耕後

（雑草発生前～発生始期）
但し､収穫60日前まで

てんさい6葉期以降
又は中耕後

（雑草発生前～発生始期）
但し､収穫60日前まで

薬量

使用量

300～500g
/10a

希釈水量

80～100ℓ
/10a

本剤の
使用回数

2回以内 2回以内 2回以内

使用方法

雑草茎葉散布
又は

全面散布

ジメテナミド及び
ジメテナミドPを含む
農薬の総使用回数

レナシルを含む
農薬の総使用回数

本剤は300g/10aで高い除草効果が確認されています。
雑草の発生状況に応じて既存の茎葉処理剤と組み合わせてご使用ください。

■試験成績
移植栽培てんさいでの茎葉散布（雑草発生始期処理）の除草効果（社内試験）

人畜毒性：普通物※
　　　　　　　 ※毒劇物に該当しないものを指していう通称

てんさい
（直播栽培）

●試験場所：北海道長沼町
●品　　種：ライエン
●移 植 日：2022年5月8日
●土質土性：埴壌土
●散 布 日
　雑草発生始期処理：2022年5月25日
●処理方法：電動加圧式散布機（7頭口ブーム、

ノズルスペース33cm）、80ℓ
/10a相当散布

●展 着 剤：レナテン100㎖/10a加用
●調 査 日：45日後

イヌビエタニソバ スベリヒユシロザ ハコベ ノボロギクツユクサ

除
草
効
果（
％
）

使用時の
ポイント

フィールドスターP Duo300g/10a＋A剤300㎖/10a
B剤150g/10a＋A剤300㎖/10a
C剤200g/10a＋A剤300㎖/10a

ツユクサ 15%、シロザ 20%、
タニソバ 40%、スベリヒユ 15%、
ハコベ 5%、ノボロギク 10%、
イヌビエ 3%

最終調査時の無処理区の各雑草の被覆度
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